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●
鎌
田
選
手
に
聞
く

中　

社
会
学
部
同
窓
会
は
、
毎

年
品
川
駅
前
で
の
ぼ
り
旗
を
立

て
て
応
援
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
テ
レ

ビ
の
前
で
の
応
援
と
な
り
ま
し

た
。
ま
ず
は
鎌
田
選
手
、
１
区

区
間
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
自
分
と
し
て
は
ス
タ
ー
ト

か
ら
先
頭
を
意
識
し
て
走
り
ま

し
た
。
ラ
ス
ト
１
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
付
近
で
「
い
け
る
」
と
思
い

ま
し
た
。

中　

テ
レ
ビ
の
前
で
、
絶
叫
と

興
奮
で
飛
び
跳
ね
て
応
援
し
て

い
ま
し
た
。
区
間
賞
を
取
っ
た

気
持
ち
は
ど
う
で
す
か
。

鎌
田　

後
ろ
の
選
手
に
抜
か
れ

な
い
よ
う
に
必
死
で
、
早
く

ゴ
ー
ル
に
つ
き
た
い
と
い
う
思

い
で
し
た
。
区
間
賞
は
今
後
の

自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
翌

日
の
新
聞
に
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
、
両
親
が
喜

ん
で
く
れ
ま
し

た
。

中　

３
月
１４
日
の

「
第
２４
回
日
本
学

生
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
選
手
権
兼
ユ
ニ

バ
ー
シ
ア
ー
ド

２
０
２
１
日
本
選

考
会
」
で
は
優
勝

さ
れ
ま
し
た
よ

ね
。

鎌
田　

箱
根
駅
伝
が
自
信
と

な
っ
た
の
が
大
き
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
高
校
時
代
は
強
い
選

手
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

大
学
で
は
練
習
に
自
主
性
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
取
り
組

み
が
今
に
繋
が
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

中　

８
月
の
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー

ド
、
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
に
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
期
待
し
て

い
ま
す
。

●
清
家
選
手
に
聞
く

中　

箱
根
駅
伝
で
は
４
区
で
区

間
１１
位
の
活
躍
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

清
家　

自
分
と
し
て
は
区
間
上

よ
り
ま
す
と
、「
陸
上
人
生
の

中
で
一
番
苦
し
か
っ
た
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
す
が
。

清
家　

試
合
の
直
前
の
ケ
ガ
で

膝
を
痛

め
、
調
整

が
う
ま
く

い
か
ず
大

会
に
出
ら

れ
る
か
ど

う
か
、
不

安
を
抱
え

た
ま
ま
本

番
を
迎
え

る
こ
と
に

な
り
ま
し

た
。
そ
こ

が
苦
し

か
っ
た
と

位
を
目
指
し
て
臨

み
ま
し
た
。
１
・

２
年
生
が
チ
ー
ム

の
状
態
を
押
し
上

げ
て
く
れ
ま
し
た

の
で
、
自
分
た
ち

も
そ
の
勢
い
に

乗
っ
て
頑
張
れ
た

と
思
い
ま
す
が
、

最
終
的
な
結
果
は

悔
し
い
で
す
。

中　

あ
る
記
事
に

い
う
こ
と
で
す
。

中　

次
に
向
け
て
、
主
将
と
し

て
ど
の
よ
う
な
練
習
を
心
が
け

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
か
。

清
家　

鎌
田
が
エ
ー
ス
と
し
て

結
果
を
出
し
て
く
れ
て
い
ま
す

の
で
、
主
将
と
し
て
は
、
チ
ー

ム
を
ま
と
め
、
チ
ー
ム
力
を
上

げ
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
結
果

を
出
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え

ま
す
。

●
坪
田
智
夫
監
督
に
聞
く

中　

本
日
は
お
忙
し
い
中
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
ご
苦
労
を
さ
れ
た
と
思
う

の
で
す
が
。

坪
田　

緊
急
事
態
宣
言
後
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
内
に
入
る
こ
と
が
で

き
ず
、
２
か
月
間
は
地
方
・
地

元
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
練
習
を

し
ま
し
た
。
合
同
練
習
は
７
月

上
旬
か
ら
行
い
、
練
習
も
予
選

会
ま
で
は
悪
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
夏
合
宿
が
で

き
な
い
な
ど
、
夏
の
走
り
込
み

が
足
り
ず
、
ス
タ
ミ
ナ
面
が
課

題
と
な
り
ま
し
た
。

中　

次
回
の
大
会
ま
で
、
監
督

の
決
意
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
願

い
し
ま
す
。

坪
田　

コ
ロ
ナ
禍
の
制
限
の

中
、
箱
根
に
向
か
え
る
の
は
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
い
た
だ
け
る
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
恩
返

し
の
意
味
で
も
、

高
い
目
標
で
シ
ー

ド
を
ク
リ
ア
し
、

一
つ
で
も
上
の
順

位
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。
３
年
生

に
も
面
白
い
選
手

が
そ
ろ
っ
て
い
る

の
で
、
高
い
目
標

の
順
位
を
狙
え
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

中　

社
会
学
部
同
窓
会
と
し
て

も
一
層
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
皆
さ
ん
、
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

〇　
　

〇　
　

〇

今
回
出
場
の
社
会
学
部
生
７

人
は
次
の
通
り
で
す
（
学
年
は

１
月
時
点
）。
１
区
＝　

鎌
田

航
生
（
３
年
）、
２
区　

＝
河

田
太
一
平
（
２
年
）、
３
区
＝

松
本
康
汰
（
２
年
）、
４
区
＝

清
家
陸
（
３
年
）、
５
区
＝
古

海
航
（
４
年
）、
６
区
＝
須
藤

拓
海
（
４
年
）、
１０
区
＝
中
園

慎
太
朗
（
２
年
）。

今
年
の
「
第
９７
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
（
箱
根
駅
伝
）」
で
の
法

政
大
学
の
成
績
は
１７
位
で
し
た
が
、
第
１
区
を
走
っ
た
鎌
田
航
生
選
手
（
社
会
学

部
生
）
が
法
大
と
し
て
は
２１
年
ぶ
り
の
区
間
賞
を
獲
得
し
、
来
年
へ
の
期
待
を
ふ

く
ら
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
春
、
４
年
生
に
な
っ
た
鎌
田
、
清
家
陸
の
両
選
手

と
坪
田
智
夫
監
督
に
、
箱
根
駅
伝
出
場
経
験
の
あ
る
中
正
美
会
長
が
桜
の
舞
う
多

摩
校
舎
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
（
3
月
31
日
）。

２０２１新春　箱根駅伝
社会学部生の鎌田君、２１年ぶり区間賞！
気分を盛り上げてくれた快走に感謝 ！！

前　法政大学総長
田中優子先生、お疲れ様でした。

今年３月末、田中優子先生が、７
年間の法政大学総長の任期を終えて
退任されました。「六大学初の女性
総長（学長）」が話題となりましたが、
社会学部から初めての総長でもあり
ました。今号の「社会学部同窓会報」
には、先生からいただいた「７年間
の総長任期を振り返って」という文
章を紹介するとともに、４月２０日
までに寄せられた社会学部卒業生の
田中優子先生へのメッセージを掲載
しました＝３面、４面。

区間賞　１区　鎌田選手
（写真提供　法政大学広報課）

中 正美会長がインタビュー

鎌田選手、清家選手にインタビューする中会長

期待の部員たちと共に（後列左は西沢泰平マネージャー）

坪田監督を激励

社会学部同窓会は、新型コロナ感
染拡大を受けて定期総会の開催を断
念しました。昨年同様に「書面総会」
形式で行います。総会議案は６・７
面に掲載しています。会報送付の際
に添付のハガキにて議決権行使をお
願いします。
なお、本年は「社会学部同窓会　
２０２１　ホームカミング　オンライ
ンの集い」を開催します。

プログラム（計画中）
○�社会学部長　島本美保子先生のご
講演
○�名誉教授の先生方からのメッセー
ジ
○�市ヶ谷キャンパスの新校舎を映像
で紹介
○�緑あふれる多摩キャンパスを映像
で紹介　他

◆�日時：２０２１年９月２５日（土）１３：
００～
◆�会場：テレビ会議システム「Zoom
（ズーム）」で開催
○�パソコン、スマートフォンから簡
単に参加可能。
○�事前登録をされた方に「招待URL」
をお送りします。
○ �Zoom初心者の方には事前に手順
説明メールをお送りします。

◆�社会学部同窓会のホｰムペｰジから
参加申し込みをお願いします。
http://www.hoseisoc-dousoukai.jp
２０２１年９月１日（水）までにお
申し込みください。
参加方法・招待URL をメールで
お知らせします。
パソコンメールを着信拒否にして
いる場合は設定変更をお願いしま
す。
◆�問い合わせ先：社会学部同窓会事
務局にお問い合わせください。
hoseishado2421@gmail.com

� 法政大学社会学部同窓会

コロナ禍を乗り越えて！
社会学部同窓会２０２１
ホームカミング
オンラインの集い
９月２５日（土）
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た
卒
業
生
の
連
絡
先
紹
介
な
ど

を
、
前
学
部
長
の
藤
田
真
文
教

授
と
検
討
し
て
い
た
こ
と
を
話

す
と
、
島
本
学
部
長
か
ら
「
社

会
学
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
リ

ン
ク
さ
れ
て
は
」
と
い
う
提
案

が
あ
り
、
学
部
Ｈ
Ｐ
上
に
同
窓

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
入
口
を

設
置
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

な
お
、
開
催
中
止
を
決
め
た

同
窓
会
定
期
総
会
に
代
わ
る
行

事
と
し
て
、
島
本
学
部
長
の
ミ

法
政
大
学
社
会
学
部
は
、
社
会
学
部
学
会
運
営
委
員
会
の
厳
正

な
審
査
に
よ
り
毎
年
度
、
優
秀
卒
業
論
文
を
選
定
・
表
彰
、
社
会

学
部
同
窓
会
は
協
賛
し
、
表
彰
状
と
お
祝
い
の
品
を
贈
呈
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
３
月
15
日
、社
会
学
部
Ａ
棟
多
目
的
ゼ
ミ
室
で
、

関
係
者
だ
け
の
さ
さ
や
か
な
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

４
月
２６
日
、
社
会
学
部
教
授

会
執
行
部
と
社
会
学
部
同
窓
会

（
以
下
、
同
窓
会
）
の
定
例
懇

談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年

は
開
催
で
き
な
か
っ
た
の
で
１９

年
９
月
以
来
の
懇
談
会
で
し

た
。最

初
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
授
業

及
び
学
生
へ
の
対
応
に
つ
い
て

島
本
学
部
長
が
、
２０
年
３
月
の

卒
業
式
中
止
以
降
１
年
余
の
動

き
に
つ
い
て
説
明
。
こ
の
時
の

「
学
位
記
」
を
郵
送
に
切
り
替

え
た
学
部
も
あ
る
中
、
社
会
学

部
で
は
授
与
を
手
渡
し
で
行
い

学
生
た
ち
か
ら
歓
迎
さ
れ
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
様
々
な
苦
労
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
夏
以
降
は
学
生
た
ち
の

心
の
問
題
へ
の
対
処
か
ら
、
文

部
科
学
省
の
指
導
も
あ
り
対
面

授
業
を
増
や
す
こ
と
に
な
り
、

感
染
防
止
策
と
の
せ
め
ぎ
あ
い

に
戸
惑
い
な
が
ら
、
１
年
次
の

基
礎
演
習
を
含
む
ゼ
ミ
を
最
大

限
対
面
で
実
施
す
る
よ
う
に
し

た
そ
う
で
す
。
多
摩
は
学
内
で

は
密
に
な
り
に
く
い
半
面
、
通

学
に
欠
か
せ
な
い
バ
ス
で
は
密

状
態
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
も

悩
み
で
し
た
。

同
窓
会
側
か
ら
は
、
新
卒
業

生
１２
人
の
正
会
員
加
入
を
報

告
、
教
授
会
の
支
援
に
感
謝
す

る
一
方
、
高
齢
化
と
正
会
員
減

少
が
続
く
同
窓
会
で
は
、
正
会

員
の
増
加
が
最
大
の
課
題
で
あ

る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。
ゼ

ミ
で
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い

ニ
講
演
を
核
と
す
る
オ
ン
ラ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と

も
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
学
部
創
設
７０
年

と
な
る
来
年
に
向
け
て
、
堀
川

三
郎
教
授
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
新

し
い
ロ
ゴ
の
話
題
も
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
の
懇
談
会
に
は
、
教
授

会
執
行
部
か
ら
島
本
美
保
子
学

部
長
、
堀
川
三
郎
主
任
、
濱
中

春
主
任
、
高
美
哿
副
主
任
。
同

窓
会
側
か
ら
は
中
正
美
会
長
、

赤
池
慎
一
事
務
局
長
、
吉
川
新

吾
会
報
編
集
担
当
が
出
席
し
ま

し
た
。

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
で
ハ
ン

セ
ン
病
の
元
患
者
の
方
と
知
り

合
っ
た
こ
と
が
出
発
点
。
４
年

間
の
学
生
生
活
の
集
大
成
と
も

言
え
る
卒
論
に
な
っ
た
」（
小

島
さ
ん
）
な
ど
と
受
賞
の
感
想

を
話
し
ま
し
た
。
島
本
美
保
子

学
部
長
は
「
図
書
館
も
使
い
に

学
生
た
ち
は
「
１
年
間
や
っ

て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
良

か
っ
た
」（
大
島
さ
ん
）、「
バ

イ
ト
先
で
の
素
朴
な
疑
問
か
ら

出
発
し
た
卒
論
で
し
た
」（
幡

谷
さ
ん
）、「
学
祭
ば
か
り
や
っ

て
き
た
私
で
す
が
、
学
業
で
も

結
果
出
せ
て
良
か
っ
た
」（
廣

田
さ
ん
）、「
卒
論
を
通
じ
て
生

ま
れ
育
っ
た
相
馬
の
こ
と
を
伝

え
る
こ
と
も
で
き
た
」（
平
岡

さ
ん
）、「（
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

の
近
く
の
）
館
ヶ
丘
団
地
の
ボ

表
彰
さ
れ
た
の
は
大
島
瑞
己

さ
ん
、
幡
谷
秋
冴
さ
ん
、
河
合

祐
奈
さ
ん
、
廣
田
留
香
さ
ん
、

平
岡
有
優
さ
ん
、
小
島
颯
士
さ

ん
の
６
人
。
表
彰
式
に
は
事
情

が
あ
り
欠
席
の
河
合
さ
ん
以
外

の
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参

加
人
数
は
最
小
限
と
し
、
学
部

か
ら
は
島
本
美
保
子
学
部
長
、

鈴
木
智
之
教
授
、
同
窓
会
か
ら

は
中
会
長
、
赤
池
慎
一
事
務
局

長
、
吉
川
新
吾
会
報
担
当
だ
け

が
参
加
し
ま
し
た
。

く
い
、
研
究
対
象
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
も
難
し
い
中
、
卒
論
が

ど
う
な
る
の
か
心
配
し
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
だ
け
の
数
の
優

秀
論
文
が
出
た
こ
と
を
誇
り
に

思
い
ま
す
」
と
、
学
生
た
ち
の

奮
闘
を
称
え
ま
し
た
。

教
授
会
執
行
部
と
懇
談
会

社
会
学
部
Ｈ
Ｐ
と
リ
ン
ク
、
学
部
同
窓
会
の
認
知
度
向
上
へ

島
本
美
保
子
学
部
長

「
例
年
よ
り
も
多
い

�

優
秀
論
文
数
は
誇
り
」

コロナ禍の制限のりこえた

６ つの優秀卒論を表彰６つの優秀卒論を表彰
社会学部同窓会社会学部同窓会

受賞者に賞状と副賞を手渡す中会長

全員マスク着用で記念撮影（社会学部A棟多目的ゼミ室）

２０２０年度　優秀卒業論文集　採択者一覧
学科 学年 クラス ゼミ名 氏名 ふりがな 性別 卒業論文タイトル

社会政策科学科 ４年生 Ｃ 佐藤成基ゼミ 大島　瑞己 オオシマ　ミズキ 男性
ドイツのための選択肢（ＡｆＤ）―
ドイツの新しい右翼政党の結党から
現在まで―

社会政策科学科 ４年生 Ｆ 北浦康嗣ゼミ 幡谷　秋冴 ハタヤ　アコ 女性
なぜ人は同じものを買ってしまうの
か？―行動経済学における現状維持
バイアスの検証―

社会学科 ４年生 Ｊ 諸上茂光ゼミ 河合　祐奈 カワイ　ユウナ 女性
地域住民の「屈辱度」に着目した自治
体ＰＲ広告内の自虐的ユーモア表現
について

社会学科 ４年生 Ｊ
増田正人ゼミ
（２０２０年度　南雲
和夫先生代講）

廣田　留香 ヒロタ　ルカ 女性 現代日本人の宗教意識―「無宗教」
に対する考察―

社会学科 ４年生 Ｋ 樋口明彦ゼミ 平岡　有優 ヒラオカ　アユ 女性

少子高齢化の観点から見る都市と地
方のお祭りの存続について―東京都
八王子市の八王子まつりと福島県相
馬市の相馬野馬追の比較―

メディア社会学科 ４年生 Ｓ 愼蒼宇ゼミ 小島　颯士 コジマ　ソウシ 男性
ハンセン病関連報道の「なぜ」―言
説分析からメディアの在り方を考え
る試みとして―

社会学部卒業生のみなさん　交流と連携を深めましょう！
在校生のみなさん　業界研究・就職相談も歓迎します！

株式会社　日本ビジネスマッチング
代表取締役 昭和５３年（１９７８年）３月　社会学部　社会学科　卒

体育会スケート部スピード部門ＯＢ会　会長三上　純昭

会社を設立し２０年が経過しました。引き続きよろしくお願い申し上げます。
〒１０４―００４１　東京都中央区新富 １ ― ３ ― ９ 　須藤ビル ４Ｆ
ＵＲＬ：www.matching.co.jp
MAIL：mikami@matching.co.jp

国際証券（株）［現　三菱Ｕ
ＦＪモルガン・スタンレー証
券（株）］　企業開発部長を経
て、平成 １３ 年（２００１ 年）１１ 月、
㈱日本ビジネスマッチングを
設立

左から赤池事務局長、中会長、濱中主任、島本学部長、高副主任、堀川主任
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げ
て
い
た
。長
期
ビ
ジ
ョ
ン「
Ｈ

Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
２
０
３
０
」
も
、「
財

政
基
盤
検
討
会
議
を
発
足
さ

せ
、
一
律
予
算
削
減
の
方
針
を

見
直
す
。
そ
の
上
で
、
２
０
２

０
年
、２
０
３
０
年
を
目
標
に
、

持
続
可
能
な

長
期
的
財
政

見
通
し
を
立

て
、
中
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
Ｈ

Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
２

０
３
０
を
策

定
す
る
」と
、

約
束
し
て
い

る
。ブ

ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に

注
力
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と

も
、「
秘
め
ら
れ
た
潜
勢
力
を

て
い
ね
い
に
掘
り
起
こ
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
本
学
の
価
値
を
高

め
、
社
会
的
評
価
を
刷
新
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う

言
葉
で
表
明
し
て
い
た
。

後
に
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
宣

言
」と
し
て
結
実
す
る
考
え
も
、

「
多
様
性
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
、
よ
り
働

き
が
い
の
あ
る
職
場
の
構
築
」

と
い
う
言
葉
で
、
約
束
し
て
い

た
。キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
構
築
は
、

ま
さ
に
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
中
心

に
位
置
し
て
い
た
。

つ
ま
り
７
年
間
の
総
長
任
期

中
の
仕
事
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

で
約
束
し
た
こ
と
を
、
で
き
る

限
り
実
行
し
て
き
た
、
と
い
う

こ
と
な
の
で
あ
る
。
法
政
大
学

の
課
題
に
注
目
し
、
焦
点
を

絞
っ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
あ
っ

た
の
で
、
状
況
に
よ
っ
て
変
え

る
必
要
は
な
か
っ
た
。

む
ろ
ん
、
実
際
の
策
定
は
多

く
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
て
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
お
こ
な

い
、
次
に
そ
の
実
施
の
た
め
の

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
も
詳
細

に
決
め
た
。
さ
ら
に
４
年
刻
み

の
「
中
期
経
営
計
画
」
と
一
年

に
集
中
し
て
お
こ
な
う
「
タ
ス

ク
・
フ
ォ
ー
ス
」
を
設
置
し
、

実
行
を
重
要
視
し
た
。

２
０
２
０
年
の
コ
ロ
ナ
禍
を

経
た
後
で
さ
え
、
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
２
０
３
０
の
骨

格
は
変
え
る
必
要
が
な
か
っ

た
。
例
え
ば
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の

中
に
あ
っ
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授

業
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
は
、
本

来
市
ケ
谷
校
舎
の
教
室
の
逼
迫

を
解
消
す
る
た
め
だ
っ
た
が
、

１
年
間
で
あ
っ
と
い
う
間
に
オ

ン
ラ
イ
ン
と
と
も
に
進
ん
で
し

ま
っ
た
。

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
部
を

市
ケ
谷
に
移
す
提
案
は
２３
区
定

員
規
制
に
よ
っ
て
遅
れ
た
が
、

今
度
は
大
学
設
置
基
準
が
変
わ

る
可
能
性
が
出
て
き
て
い
る
。

こ
の
７
年
間
は
極
め
て
計
画

的
に
こ
と
を
運
ん
で
き
た
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
予
想
外
の
こ
と

が
起
こ
り
な
が
ら
も
、
大
学
憲

章
の
制
定
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
法
政
大
学
の
理
念
と
あ
る

べ
き
姿
を
明
確
に
す
る
こ
と

７
年
間
で
や
る
べ
き
こ
と

は
、
す
で
に
２
０
１
３
年
度
の

総
長
選
挙
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲

法
政
大
学
社
会
学
部
は
２
０

２
２
年
に
開
設
７０
周
年
を
迎
え

ま
す
。
渋
沢
栄
一
が
設
立
に
関

わ
っ
た
財
団
法
人
協
調
会
を
源

流
と
す
る
中
央
労
働
学
園
大
学

を
吸
収
合
併
し
て
法
政
大
学
が

社
会
学
部
を
開
設
し
た
の
は
１

９
５
２
年
。
今
は
無
い
麻
布
校

舎
で
私
立
大
学
初
の
社
会
学
部

が
誕
生
し
ま
し
た
。
５５
年
に
市

ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
、
８４

年
に
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転

し
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

麻
布
時
代
が
３
年
、
市
ケ
谷

時
代
が
３２
年
（
最
後
の
３
年
間

は
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
と
併
存
）、

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
時
代
は
今
年

度
で
３８
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
１１
月
に
開
催
さ

れ
た
学
部
開
設
６０
周
年
記
念
事

業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
社
会
学
部

同
窓
会
協
賛
）
で
は
、「
こ
れ

か
ら
の
６０
年
。
今
こ
そ
、
や
る

べ
き
こ
と
が
あ
る
」と
題
し
て
、

教
員
と
卒
業
生
に
よ
る
座
談
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
法
政
大
学

社
会
学
部
の
教
育
の
特
色
を
具

体
例
で
語
り
あ
い
、「
学
生
を

社
会
の
現
実
に
直
面
さ
せ
る
こ

と
で
、
自
分
の
手
で
問
題
発
見

と
解
決
へ
の
思
考
力
を
養
う
」

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

須
藤

春
夫
教
授
＝
当
時
）
役
割
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
し
た
。
各

方
面
で
活
躍
す
る
卒
業
生
の
現

在
の
活
動
を
紹
介
し
、
現
在
、

学
部
同
窓
会
の
副
会
長
で
同
窓

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当
の
中
塚

史
行
さ
ん
も
若
者
を
支
援
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
教
育
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
（
ニ
レ
）
を

立
ち
上
げ
た
経
験
を
披
露
し
ま

し
た
。

０２
年
１０
月
に
は
『
法
政
大
学

社
会
学
部
５０
年
誌
』（
編
集
委

員
長　

三
溝
信
教
授
＝
当
時
）

が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
盛
田
勇

之
進
さ
ん
（
５３
年
度
卒
）、
大

矢
常
吉
さ
ん
（
同
）、
森
田
忠

男
さ
ん
（
５５
年
度
卒
）、
金
山

行
孝
名
誉
教
授
が
麻
布
時
代
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
す
る
一

方
、
現
在
も
学
部
同
窓
会
理
事

で
元
大
学
評
議
員
の
大
畑
き
ぬ

代
さ
ん
（
７４
年
度
卒
）
が
、
仲

間
と
共
に
学
園
暴
力
に
抵
抗
し

つ
つ
ゼ
ミ
を
基
盤
に
懸
命
に
学

ん
だ
二
部
社
会
学
部
で
の
青
春

を
振
り
返
り
ま
し
た
。

７０
周
年
に
向
け
て
は
こ
の
ほ

ど
、
堀
川
三
郎
教
授
デ
ザ
イ
ン

の
記
念
ロ
ゴ
が
で
き
ま
し
た
。

会
報
で
特
集
記
事
検
討
中 

思
い
出
な
ど
寄
稿
を
募
集

コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化
す
る

中
、
こ
の
他
の
取
り
組
み
は
特

に
予
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

社
会
学
部
同
窓
会
報
で
は
来
年

発
行
号
の
紙
面
で
、
可
能
で
あ

れ
ば
特
集
記
事
掲
載
を
考
え
て

い
ま
す
。
麻
布
時
代
や
市
ケ
谷

移
転
当
初
、大
学
紛
争
の
時
期
、

そ
し
て
多
摩
移
転
。
社
会
学
部

の
歩
み
の
節
目
の
思
い
出
に
つ

い
て
寄
稿
を
ご
希
望
さ
れ
る
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
吉
川

新
吾
）

　
〈
注
〉
ロ
ゴ
＝
会
社
名
や
ブ

ラ
ン
ド
名
な
ど
を
図
案
化
し
た

マ
ー
ク
で
、ロ
ゴ
タ
イ
プ
の
略
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
も
。（『
新
明
解

国
語
辞
典
』
第
７
版
）

が
、
何
よ
り
も
重
要
だ
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
基
盤
は
状
況
が

変
わ
っ
て
も
簡
単
に
は
揺
る
が

な
い
。ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
は
、

そ
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

２１
年
度
か
ら
の
法
政
大
学
の
役

員
体
制
は
以
下
の
通
り
で
す
。

◇　
　
　
　

◇

＊�

総
長　

廣
瀬
克
哉
（
法
学
部

教
授
）

＊�

副
学
長
・
常
務
理
事　

金
井

敦
（
理
工
学
部
教
授
）、
同

Diana Khor

／
ダ
イ
ア
ナ
・

コ
ー
（
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学

部
教
授
）、
同　

岩
崎
晋
也

（
現
代
福
祉
学
部
教
授
）、
同

　

奥
山
利
幸
（
経
済
学
部
教

授
）、
同　

佐
野
哲
（
経
営

学
部
教
授
）、
同　

小
秋
元

段
（
文
学
部
教
授
）。

＊�

常
務
理
事　

小
澤
雄
司
、
同

　

和
仁
達
郎
（
法
政
大
学
国

際
高
等
学
校
校
長
）、
同　

平
山
喜
雄

＊�

理
事　

小
林
清
宣
（
元
出
光

興
産
監
査
役
）、
同　

岡
本

眞
司
（
元
千
葉
銀
行
取
締

役
）、
同　

不
動
産
鑑
定
士
、

Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
、
日
本
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ン
ド
投
資

法
人
監
督
役
員　

菊
池
由
美

子
、
同　

ジ
ェ
ー
シ
ー
ビ
ー

代
表
取
締
役
専
務
執
行
役
員

　

長
裕
章
。

＊�

監
事
（
常
勤
）　

近
藤
清
之

（
元
法
政
大
学
常
務
理
事
）、

同　

吉
國
浩
二
（
元
日
本
放

送
協
会
専
務
理
事
）、
同　

公
認
会
計
士　

太
田
荘
一
、

同　

弁
護
士　

池
田
竜
一
。

﨑

TEL048‑421‑5852

村串　仁三郎　法政大学名誉教授　著
『高度成長期日本の国立公園』
――自然保護と開発の激突を中心に――

（時潮社、３５００円）
1959 年 3 月卒　長谷川博ゼミⅡ部

ＮＰＯ法人 樹木・環境ネットワーク協会会員グリーンセイバー

1963年 ３月卒　土生長穂ゼミ

東
あずま

，産業株式会社　〒１２４–００１１　東京都葛飾区四つ木 ３ – ７ –１２
TEL：０３–３６９４–６３９２　FAX：０３–３６９４–６７２０　mobile：０８０–３２５９–４７０８

福岡営業所：〒８１２–０００６　福岡市博多区上牟田 １ –１６–２６　第 ２ 山本ビル １ 号室
TEL：０９２–４０９–０６６３　FAX：０９２–４０９–０６６５

https://www.8929.co.jp　E–mail：info@8929.co.jp

特別寄稿

７
年
間
の
総
長
任
期
を
振
り
返
っ
て

前
　

法
政
大
学
総
長　

田
中　

優
子

来
年
は
社
会
学
部
開
設
７０
周
年

記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
で
き
ま
し
た
！

法
政
大
学
の

新
役
員
体
制

堀川三郎教授（環境社会学・都市社
会学）のデザイン

「
50
年
誌
」と「
60
周
年
記

念
シ
ン
ポ
」ご
案
内

東京・中野
近藤駐車場

近藤　栄一
駐車場：東京都中野区弥生町 １ –１９– ９

〒：３３１–００６３   　　　　　　　　
自　宅：さいたま市西区プラザ４２–１５

E–mail：eiichi_k@d2.dion.ne.jp
1961年 3 月卒　笠原千鶴ゼミ

河村　勝弘脱臭
焼肉店舗設備 Kawamura　Katsuhiro
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会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
短
信

に
加
え
て
、
田
中
先
生
へ
の
お

礼
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
合
わ
せ
て
掲

載
し
ま
し
た
。

◇　
　
　
　

◇

【
埼
玉
県
】

川
越
市

６１
年
卒　

吉
﨑　

秀
夫

新
型
コ
ロ
ナ
で
川
越
も
観
光

客
が
少
な
く
な
り
、
又
営
業
的

に
苦
し
く
な
り
困
っ
た
も
の
で

す
。
／
従
来
の
オ
ー
ル
法
政
新

年
会
、
同
窓
生
が
集
い
大
き
な

声
で
校
歌
を
唱
い
た
い
も
の
で

す
。
来
年
は
開
催
し
た
い
で
す

ね
！
／

中
新
会
長
、
美
味
し
い
ご
飯

を
一
口
、
役
員
会
の
際
、
皆
さ

ん
に
「
オ
ム
ス
ビ
」
で
も
い
か

が
で
す
か
。発
想
が
料
亭
の「
オ

ヤ
ジ
」
で
す
ね
！

�

（
逸
見
重
雄
ゼ
ミ
）

【
東
京
都
】

渋
谷
区

５７
年
卒　

太
田　

昭
郎

コ
ロ
ナ
台
風
が
世
界
中
に
吹

き
荒
れ
て
す
ぐ
終
息
し
そ
う
に

あ
り
ま
せ
ん
。
趣
味
を
同
じ
く

す
る
仲
間
と
の
例
会
も
つ
ぎ
つ

ぎ
中
止
で
残
念
で
す
。

神
宮
球
場
で
母
校
の
チ
ー
ム

が
勝
利
し
校
歌
を
高
ら
か
に
歌

え
る
の
は
い
つ
か
な
～
。
そ
れ

が
心
配
。

�

（
村
山
重
忠
ゼ
ミ
）

中
野
区

�

７０
年
Ⅱ
部
社
会
学
部
入
学　

大
畑　

き
ぬ
代

素
敵
な
「
総
長
」
を
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

『
大
江
戸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事

情
』
を
読
み
、
す
ぐ
に
先
生
に

「
中
野
で
お
話
し
て
い
た
だ
け

ま
す
か
？
」
と
ず
う
ず
う
し
く

連
絡
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
論
が
専

門
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
」
と

断
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
数
年
が
過
ぎ
、
学

部
長
に
な
ら
れ
て
、
大
学
の
評

議
員
会
で
ご
一
緒
す
る
こ
と
に

な
り
、
わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。

評
議
員
会
で
学
部
長
が
発
言
さ

れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
く
、

２
０
１
２
～
１３
年
は
先
生
が
発

言
さ
れ
た
場
面
は
記
憶
し
て
い

ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
総
長
選
に

立
候
補
さ
れ
、
そ
の
改
革
案
等

を
読
み
期
待
大
で
し
た
。

１３
年
１１
月
、
私
た
ち
は
総
長

選
挙
の
結
果
を
別
室
で
待
っ
て

い
る
と
「
優
子
先
生
当
選
」
の

第
一
報
が
入
り
ま
し
た
。「
六

大
学
初
の
女
性
総
長
、
当
選
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
し
ま
し
た
。
う
れ
し

か
っ
た
。

そ
の
後
の
年
月
で
優
子
先
生

が
法
政
大
学
と
学
生
に
残
し
た

も
の
、
学
生
の
多
様
化
と
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
宣
言
、
大
学
長
期
計
画
、

法
政
大
学
憲
章
。
中
で
も
大
学

憲
章
「
自
由
を
生
き
抜
く
実
践

知
」
は
高
く
評
価
さ
れ
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
法
政
大
学
建

学
の
精
神
「
進
取
の
気
象
・
質

実
の
風
」
を
礎
に
大
き
く
羽
ば

た
く
若
者
た
ち
を
励
ま
さ
れ
た

７
年
間
で
し
た
。

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

�

（
芝
田
進
午
ゼ
ミ
）

杉
並
区

０６
年
卒　

加
藤　

遼

２
０
０
６
年
３
月
に
社
会
学

部
メ
デ
ィ
ア
社
会
学
科
を
卒

業
。
現
在
は
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ

副
役
員
、
Ｊ
Ｏ
Ｂ
・
Ｈ
Ｕ
Ｂ

（
ジ
ョ
ブ
ハ
ブ
）
事
業
開
発
部

長
兼
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
部
長
と
し
て
、
地
方
創

生
、
新
し
い
働
き
方
を
テ
ー
マ

と
し
た
事
業
開
発
や
子
会
社
経

営
な
ど
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
内
閣
官
房
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
伝
道
師
や
総

務
省
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
な
ど
も
兼
務
し
て
お
り
ま

し
て
、
公
共
政
策
企
画
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
業
務
に
も
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
社
会
学
部
の
社

会
課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ
ス
や
公

共
政
策
に
つ
い
て
の
教
育
・
研

究
活
動
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

�

（
所
属
ゼ
ミ
な
し
）

練
馬
区

８４
年
卒　

植
田　

孝
良

８０
年
、
１
年
生
の
時
、
田
中

優
子
先
生
は
、
第
一
教
養
部
の

文
学
の
講
師
で
、
上
田
秋
成
の

作
品
の
講
義
を
な
さ
っ
て
い
ま

し
た
。
受
講
し
た
か
っ
た
で
す

が
、
割
り
当
て
ら
れ
た
先
生
の

講
義
し
か
受
講
で
き
な
か
っ
た

の
で
、
残
念
で
し
た
。
総
長
に

な
っ
て
か
ら
の
ご
活
躍
は
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
等
で
、
拝
見
し
ま

し
た
。
先
生
、
総
長
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。（
稲
増
龍
夫
ゼ
ミ
）

足
立
区

�

８２
年
卒　

植
松　

清
茂
（
煌

清
）
へ
改
名

コ
ロ
ナ
禍
に
お
便
り
を
頂

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
社
会
学
と
は
す
っ
か
り
離

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
激
動

の
一
年
を
ふ
り
か
え
る
と
、
社

会
学
的
な
視
点
で
世
界
を
み
る

の
も
面
白
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
は
日
々
眼
前
の
諸
事
に

追
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
文

を
ま
と
め
る
の
は
苦
手
で
す

が
、
卒
業
生
か
ら
の
随
想
や
小

論
文
？
な
ど
を
募
集
し
て
載
せ

る
の
も
高
齢
化
し
て
い
る
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
認
知
症
予
防
に
寄

与
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。�

（
田
中
義
久
ゼ
ミ
）

狛
江
市

６３
年
卒　

鈴
木　

暁

１３
年
１
月
１２
日
、
狛
江
市
の

公
民
館
に
田
中
優
子
先
生
（
当

時
、
社
会
学
部
部
長
）
を
講
師

と
し
て
お
招
き
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
（
主
催
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
狛

江
ま
ち
づ
く
り
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
、
代
表
は
狛
江
市
在
住
の
元

法
大
教
授
北
川
隆
吉
氏
）。テ
ー

マ
は
「
現
代
の
た
め
の
江
戸
学

―
狛
江
の
向
こ
う
三
軒
両
隣
を

考
え
る
―
」。

普
段
は
シ
ニ
ア
中
心
の
２０
名

程
度
の
集
い
で
す
が
、
当
日
は

狭
い
会
場
い
っ
ぱ
い
の
５０
人
超

と
な
り
、
江
戸
期
の
都
市
文
化

を
中
心
に
大
変
興
味
深
い
話
題

提
供
で
、
講
演
後
の
質
疑
も
活

発
で
し
た
。
事
務
局
と
し
て
再

度
お
招
き
し
た
い
声
も
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
後
、
総
長
と
し

て
の
ご
多
忙
な
ど
で
実
現
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

私
は
そ
の
講
演
会
以
前
か
ら

先
生
の
著
作
を
読
み
、
あ
る
い

は
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
サ
ン
デ
ー
モ
ー
ニ

ン
グ
出
演
を
観
る
な
ど
、
か
な

り
親
し
ん
で
き
ま
し
た
。
先
生

は
常
に
筋
の
通
っ
た
主
張
に
、

さ
す
が
に
東
京
六
大
学
初
の
女

性
総
長
と
思
い
ま
し
た
。

�

（
増
島
宏
ゼ
ミ
）

【
神
奈
川
県
】

横
浜
市

�

７１
年
卒　

山
重　

美
登
士

（
法
政
大
学　

体
育
会
水
泳

部　

総
監
督
）

（
大
学
の
）
監
事
在
任
中
は
、

多
く
の
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
感

謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

先
生
と
の
関
わ
り
は
、
入
学

式
・
卒
業
式
・
常
務
理
事
会
・

多
く
の
祝
賀
会
等
々
で
あ
り
ま

し
た
が
、
先
生
で
忘
れ
ら
れ
な

い
言
葉
は
、
入
学
式
の
ご
あ
い

さ
つ
で
し
た
。

「
私
も
数
十
年
前
、
あ
な
た

た
ち
と
同
じ
席
に
座
っ
て
い
ま

し
た
。
今
こ
う
し
て
皆
様
を
前

に
、
ご
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と

な
ど
想
像
も
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
あ
な
た
方
の
こ
れ
か
ら

始
ま
る
学
生
生
活
・
そ
の
先
の

社
会
人
と
し
て
の
生
活
は
希
望

に
満
ち
溢
れ
、
光
り
輝
い
て
い

ま
す
。
夢
を
持
っ
て
充
実
し
た

学
生
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
我
々
は
皆
さ
ま
の
学
園
生

活
を
精
一
杯
ご
支
援
し
ま
す
。

…
…
法
政
大
学
へ
ご
入
学
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」。

先
生
の
温
か
い
思
い
や
り
と

心
配
り
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来

た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
、
大

変
貴
重
な
時
間
、
貴
重
な
経
験

で
あ
り
ま
し
た
。
い
つ
も
、
小

さ
い
体
で
精
一
杯
全
力
投
球
し

て
い
る
姿
を
拝
見
し
ハ
ラ
ハ
ラ

し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
て

い
ま
す
。

７
年
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
時
間
は
、
ご
自
身

の
た
め
に
お
使
い
頂
け
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

横
浜
市

�

６７
年
大
学
院
卒　

三
階　

泰

子コ
ロ
ナ
に
あ
け
コ
ロ
ナ
に
く

れ
る
。私
は
夜
間
中
学
に
あ
け
、

夜
間
中
学
に
く
れ
ま
し
た
。
神

奈
川
で
第
３
の
夜
間
中
学
校
を

相
模
原
に
開
校
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。�

（
田
沼
肇
ゼ
ミ
）

横
浜
市

７６
年
卒　

越
川　

弘
三

東
京
六
大
学
の
初
の
女
性
総

長
と
し
て
、
見
事
な
ご
活
躍
で

し
た
。
誇
り
に
思
い
ま
す
。
テ

レ
ビ
番
組
の
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
、
マ
ス
コ
ミ
で
発
信
さ
れ

た
ご
意
見
の
内
容
な
ど
も
的
を

射
た
指
摘
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ま
た
セ
ミ
ナ
ー
で
拝
聴
し

た
「
江
戸
学
」
も
大
変
有
意
義

で
し
た
。
今
後
の
ご
活
躍
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。

�

（
中
林
賢
二
郎
ゼ
ミ
）

横
浜
市

７９
年
卒　

中
村　

裕
昭

（
進
学
の
）
第
一
志
望
が
決

し
て
多
く
は
な
い
本
学
に
と
っ

て
田
中
優
子
先
生
の
和
装
姿
で

の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
出
演
は
良
い

効
果
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

何
度
か
記
念
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
お
話
を
聞
く
た
び
に
、

現
役
の
履
修
生
が
う
ら
や
ま
し

く
思
い
ま
し
た
。

毎
日
新
聞
夕
刊
の
水
曜
日
の

コ
ラ
ム
は
い
つ
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。�（
安
江
孝
司
ゼ
ミ
）

川
崎
市

８９
年
卒　

後
藤　

真
左
美

ご
退
任
に
つ
い
て
大
変
残
念

に
思
っ
て
い
る
ひ
と
り
で
す
。

常
に
「
学
問
の
自
由
」
な
ど
日

本
国
憲
法
を
守
る
立
場
で
誰
に

も
忖
度
せ
ず
毅
然
と
発
信
す
る

姿
勢
を
尊
敬
し
、
母
校
総
長
の

発
言
を
大
変
誇
り
に
思
っ
て
い

ま
し
た
。

最
後
と
な
っ
た
今
年
の
卒
業

生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
」
や
、
法
政
女
子

高
時
代
に
私
が
常
に
討
論
し
て

い
た
「
自
由
」
に
も
触
れ
ら
れ

て
い
て
、
生
き
方
を
問
い
直
す

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

先
生
、
７
年
間
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
体

に
お
気
を
付
け
い
た
だ
き
、
一

層
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て
い

ま
す
。�

（
田
沼
肇
ゼ
ミ
）

逗
子
市

�

６９
年
卒　

山
岸　

秀
雄
（
法

政
大
学
名
誉
教
授
）

総
長
と
一
新
米
教
授
と
い
う

立
場
な
の
で
位
置
関
係
を
と
る

の
は
少
し
ば
か
り
戸
惑
っ
て
い

ま
し
た
が
、
大
学
院
に
「
連
帯

社
会
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
」

（
修
士
課
程
）
を
設
置
し
た
際

に
は
最
高
責
任
者
と
し
て
登
場

し
て
い
た
だ
き
、
記
者
会
見
も

行
い
ま
し
た
。
田
中
優
子
総
長

は
貫
禄
も
花
も
あ
っ
て
い
つ
も

誇
ら
し
い
思
い
で
同
席
し
て
い

ま
し
た
。

労
働
組
合
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ

ン
タ
ー
、
連
合
が
全
経
費
を
毎

年
寄
付
す
る
こ
と
で
合
意
し
、

日
本
初
の
本
格
的
な
「
サ
ー
ド

セ
ク
タ
ー
」（
市
民
セ
ク
タ
ー
：

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
協
同
組
合
、
労
働
組

合
）
の
学
び
の
場
を
登
場
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
の

２０
年
来
の
企
画
の
実
現
で
し
た

が
、
設
立
の
趣
旨
を
最
も
理
解

し
て
い
た
だ
い
た
の
は
総
長
で

し
た
。

「
思
い
を
形
に
す
る
」
た
め

の
情
熱
、
実
践
力
は
総
長
と
同

根
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。大
い
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

�

（
佐
藤
毅
ゼ
ミ
）

厚
木
市

７２
年
卒　

小
野　

三
男

田
中
先
生
、
お
疲
れ
様
で
し

た
。
社
会
学
部
入
学
時
「
学
問

と
は
」「
知
識
人
と
は
」
を
自

問
し
、
田
沼
肇
、
芝
田
進
午
両

教
授
の
講
義
は
社
会
学
部
の
理

念
、
方
向
性
を
提
示
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。
特
に
芝
田
教
授
最

終
講
義
。

田
中
優
子
先
生
に
よ
る
「
大

学
憲
章
」
は
学
問
の
「
実
践
知
」

の
向
上
、
社
会
学
部
の
理
念
を

礎
と
し
て
法
政
大
学
の
建
学
精

神
を
全
大
学
人
へ
ア
ピ
ー
ル
し

て
結
実
さ
せ
ま
し
た
。
記
憶
に

残
る
「
東
の
法
政
、
西
の
立
命

館
」
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
ま
し

た
。先

生
の
ご
健
康
を
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

愚
作
「
外
壕
に
民
の
学
舎
鮎

集
ふ
」。�

（
田
沼
肇
ゼ
ミ
）

�

〈
５
面
に
続
く
〉

※
卒
業
年
は
３
月
時
点
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

田中優子先生、田中優子先生、
　　 ７年間の総長任期、お疲れさまでした　　 ７年間の総長任期、お疲れさまでした

〒３４７―００１２　埼玉県加須市多門寺１１５３
TEL　０４８０―６８―５１１８ 携帯０９０ １４６１ １５２５

hideoyamagishi 7 @gmail.com
1969年 3 月卒　佐藤毅ゼミ

法政大学名誉教授
ＮＰＯサポートセンター理事

山 岸　秀 雄
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私
は
、
札
幌
市
東
区
を
中

心
に
放
送
し
て
い
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
「
さ
っ

ぽ
ろ
村
ラ
ジ
オ
」
で
、「
宮

川
じ
ゅ
ん
の
待
た
せ
て
ゴ
メ

ン
ね
」
と
い
う
番
組
（
火
曜

日
午
後
２
時
か
ら
２
時
半
）

の
Ｍ
Ｃ
を
、
２
０
１
１
年
６

月
か
ら
続
け
、
今
年
８
月
に

は
５
０
０
回
に
到
達
す
る
予

定
で
す
。

一
般
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

放
送
の
ニ
ュ
ー
ス
等
で
は
、

国
政
の
問
題
が
ほ
と
ん
ど

で
、
地
方
政
治
の
こ
と
が
と

り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
。
福
祉
や
医

療
、
教
育
の
こ
と
な
ど
を
、

住
民
の
生
活
感
覚
で
伝
え
て

い
く
こ
と
が
私
の
番
組
の
意

義
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

番
組
は
、①
道
政
報
告（
札

幌
市
議
時
代
は
市
政
報
告
）、

②
曲
、
③
ゲ
ス
ト
と
の
ト
ー

ク
（
現
在
は
感
染
予
防
の
た

め
ゲ
ス
ト
な
し
）、
④
Ｃ
Ｍ

で
す
。

一
般
に
ラ
ジ
オ
番
組
は
、

車
の
運
転
や
、
他
の
こ
と
を

し
な
が
ら
、
気
軽
に
楽
し
く

音
楽
な
ど
を
聴
い
て
い
る
こ

と
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。
そ
こ
に
い
き
な
り
「
政

治
」
を
持
ち
込
む
の
は

ち
ょ
っ
と
キ
ツ
イ
で
す
。
最

初
か
ら
「
政
治
を
や
る
の
で

聴
い
て
く
だ
さ
い
」
で
は
な

く
、
気
軽
に
聴
い
て
い
る
と

こ
ろ
に
入
り
込
む
気
持
ち

で
、
あ
ま
り
リ
ク
ツ
は
言
わ

ず
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
の
日

常
会
話
か
ら
入
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
。

最
近
取
り
上
げ
て
き
た
の

は
、「
困
っ
た
時
は
生
活
保

護
、で
も
『
扶
養
照
会
』
が
」、

「
コ
ロ
ナ
禍
、
子
ど
も
た
ち

に
う
つ
症
状
」、「
北
海
道
は

カ
ジ
ノ
誘
致
を
し
な
い
」、

「
お
金
に
困
っ
た
ら
生
活
福

祉
資
金
を
借
り
ら
れ
ま
す
」

な
ど
で
す
。

曲
は
、
児
童
養
護
施
設
出

身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
Ｊ
Ｕ
Ｎ
さ
ん
（
私
と
同

名
は
偶
然
）
の
曲
で
す
。

１８
歳
で
施
設
を
退
所
し
た

方
の
進
路（
大
学
進
学
な
ど
）

は
と
て
も
厳
し
い
の
が
現
実

で
す
。Ｊ
Ｕ
Ｎ
さ
ん
が
、施
設

の
児
童
や
退
所
者
の
希
望
と

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持

ち
で
曲
を
か
け
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｍ
は
現
在
２
社
、
不
動

産
会
社
と
葬
儀
社
で
す
。「
住

宅
ロ
ー
ン
が
払
え
な
く
な
っ

た
と
き
」、「
急
な
不
幸
で
ど

う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な

い
」
等
の
不
安
に
答
え
る
Ｃ

Ｍ
に
し
て
い
ま
す
。

た
ま
に
、「
ラ
ジ
オ
聴
い

て
る
よ
」
と
声
を
か
け
て
く

れ
る
方
が
い
ま
す
。
住
民
の

方
に
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え

る
こ
と
で
、
困
っ
た
こ
と
が

起
き
た
と
き
、「
ラ
ジ
オ
の

あ
の
人
に
相
談
し
て
み
よ

う
」
と
思
っ
て
も
ら
え
た
ら

幸
い
で
す
。

�

（
北
海
道
議
会
議
員
）

札
幌
の
ロ
ー
カ
ル
Ｆ
Ｍ
で
相
談
番
組

　

毎
週
１
回
、も
う
す
ぐ
５
０
０
回
で
す
！

宮川 潤さん

1985年卒（平野秀秋ゼミ）

ゲストに子ども医療費助成拡大の
運動を進める団体の方を迎えて

【
千
葉
県
】

柏
市

６１
年
卒　

中
村　

一
廣

「
外
出
す
る
な
」「
密
に
な
る

な
」。
連
日
テ
レ
ビ
や
新
聞
な

ど
で
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
８０

歳
を
超
え
た
私
で
も
、
あ
ま
り

経
験
し
た
事
が
な
い
今
回
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
戸
惑
う

日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。
ま
し

て
や
、
２０
・
３０
代
の
血
気
盛
ん

な
若
者
に
は
我
慢
の
限
界
を
超

え
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な

り
ま
せ
ん
。
国
民
学
校
低
学
年

時
に
日
本
の
敗
戦
日
８
月
１５
日

に
我
が
家
の
ラ
ジ
オ
で
近
所
の

方
と
一
緒
に
聞
い
た
天
皇
の
玉

音
、
内
容
は
分
か
ら
な
い
が
終

わ
っ
た
後
、大
人
が
泣
い
た
り
、

怒
っ
た
り
す
る
の
を
見
て
不
安

と
恐
怖
感
に
襲
わ
れ
ま
し
た
、

コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
ふ
と
思
い
出

し
た
。�

（
増
島
宏
ゼ
ミ
）

【
新
潟
県
】

新
潟
市

８２
年
卒　

南
雲　

俊
介

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影

響
で
難
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
近
い
う
ち
に
ぜ
ひ
同
窓

生
が
集
ま
れ
る
機
会
が
あ
れ
ば

加
藤　

遼�

（
０２
年
卒
）

丹
生　

登
志
治�

（
８２
年
卒
）

石
川　

国
広�

（
８２
年
卒
）

志
村　

誠�

（
９５
年
卒
）

冨
永　

大
貴�

（
２１
年
卒
）

須
田　

薫
平�

（
２１
年
卒
）

丸
山　

丈
二�

（
２１
年
卒
）

丸
山　

敦
也�

（
２１
年
卒
）

北
條　

大
和�

（
２１
年
卒
）

石
井　

直
樹�

（
２１
年
卒
）

平
岡　

有
優�

（
２１
年
卒
）

白
石　

大
地�

（
２１
年
卒
）

森
田　

真
由�
（
２１
年
卒
）

磯
谷　

花�
（
２１
年
卒
）

小
島　

基
廉�
（
２１
年
卒
）

上
山　

侑
大�

（
２１
年
卒
）

武
内　

千
咲�

（
２１
年
卒
）

目
黒
　
皓
嗣�

（
２１
年
卒
）

志
田
　
鼓
尚
　
　
　（
21
年
卒
）

安
間
　
彩
夏�

（
１８
年
卒
）

社
会
学
部
同
窓
会
の
会
員
は

卒
業
生
全
員
で
す
が
、
年
会
費

３
千
円
を
納
入
す
る
正
会
員
に

よ
り
活
動
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
正
会
員
に
な
ら
れ
て

い
な
い
方
の
加
入
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
訃
報
】

会
員
の
ご
逝
去
の
ご
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。（
敬

称
略
）

川
杉　

光
司
（
６２
年
卒
）�

２
０
２
０
年
１１
月
１５
日
ご
逝

去千
葉　

輝
男
（
５９
年
卒
）�

２
０
２
１
年
２
月
１３
日
ご
逝

去加
美　

越
生
（
６４
年
卒
）�

２
０
２
１
年
３
月
１１
日
ご
逝

去

よ
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

�

（
嶺
学
ゼ
ミ
）

【
広
島
県
】

広
島
市

５７
年
卒　

藤
永　

正
順

「
法
政
大
学
総
長
は
母
校
出

身
者
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
」
と
い
う
私
見
か
ら

す
る
と
、
田
中
優
子
先
生
の
７

年
間
の
在
任
に
大
い
な
る
敬
意

を
表
し
ま
す
。
長
い
間
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

特
に
田
中
先
生
在
任
中
の
１６

年
に
制
定
さ
れ
た
「
自
由
を
生

き
抜
く
実
践
知
」（
法
政
大
学

憲
章
を
体
現
す
る
教
育
・
研
究

な
ど
の
実
践
）
が
今
後
と
も
力

強
く
推
進
さ
れ
ん
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。�

（
中
島
正
ゼ
ミ
）

【
愛
媛
県
】

８２
年
卒　

井
川　

雅
人

山
田
洋
次
監
督
の
映
画
『
学

校
』
で
法
政
夜
間
中
学
※
を

知
っ
た
の
は
か
な
り
昔
。
出
自

関
係
な
く
学
び
た
い
全
て
の
人

に
学
ぶ
場
を
。
法
政
卒
業
生
で

あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
た
。

田
中
先
生
は
著
書
で
校
舎
が

学
生
運
動
の
最
中
で
も
教
授
が

学
生
と
学
び
の
場
を
創
っ
た
こ

と
に
触
れ
て
い
る
。
女
性
と
い

う
制
約
を
取
払
い
、
女
子
学
生

に
大
き
く
門
戸
を
開
い
た
の
は

功
績
の
一
つ
と
思
う
。

女
性
が
東
京
六
大
学
の
法
政

総
長
に
就
く
こ
と
に
よ
っ
て
受

験
生
の
景
色
は
変
っ
た
。
法
政

Ｏ
Ｇ
と
し
て
、
ま
だ
仕
事
は

残
っ
て
い
ま
す
。（
所
属
ゼ
ミ

な
し
）

〈
注
〉
映
画
『
学
校
』（
９３
年
、

松
竹
）
の
協
力
団
体
「
法
政
大

学
自
主
夜
間
中
学
」の
こ
と（
会

報
委
員
会
調
べ
）

【
埼
玉
県
】

越
谷
市

５８
年
卒　

横
山　

隆
一

優
子
先
生
あ
り
が
と
う
。
小

生
は
１４
年
に
心
臓
バ
イ
パ
ス
手

術
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
年
、

優
子
先
生
が
総
長
に
な
ら
れ
ま

し
た
。
社
会
学
部
長
時
代
か
ら

ど
ん
な
と
き
に
も
謙
虚
な
ご
対

応
に
は
感
動
し
て
お
り
ま
し

た
。�

（
村
山
重
忠
ゼ
ミ
）

【
山
口
県
】

周
南
市

６３
年
卒　

伊
藤　

雅
史

卒
業
記
念
誌
に
５５
・
５８
年
館

と
自
分
の
姿
を
見
て
哀
愁
を
感

じ
ま
し
た
。
生
ま
れ
変
わ
っ
た

市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
推
奨
、
東
京
六

大
学
初
の
女
性
学
長
（
総
長
）

に
よ
る
始
球
式
と
、
多
岐
に
わ

た
っ
て
の
実
績
に
敬
意
を
評
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
後
輩
達
の

指
導
に
特
段
の
配
慮
を
お
願
い

し
ま
す
。�

（
土
生
長
穂
ゼ
ミ
）

【
東
京
都
】

新
宿
区

７６
年
卒　

桑
原　

政
昭

８６
年
の
冬
と
記
憶
し
ま
す
。

広
報
誌
編
集
者
の
私
は
「
忘
れ

ら
れ
た
近
世
・
江
戸
」
と
い
う

対
談
を
企
画
し
て
い
ま
し
た
。

作
家
の
石
川
英
輔
さ
ん
の
お
相

手
を
考
え
て
い
た
と
き
、
田
中

優
子
先
生
の
ご
著
書
「
江
戸
の

想
像
力
」
の
後
書
き
に
恩
師
、

平
野
秀
秋
先
生
の
名
前
を
発

見
。
す
ぐ
さ
ま
平
野
先
生
に
ご

連
絡
し
て
、
ご
紹
介
願
い
ま
し

た
。
そ
の
後
も
田
中
先
生
に
は

原
稿
等
で
お
付
き
合
い
い
た
だ

き
、
今
年
の
校
友
会
報
第
１４
号

で
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

恩
師
の
縁
で
先
生
に
お
会
い
で

き
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。�

（
平
野
秀
秋
ゼ
ミ
）

受
付
期
間
＝
２０
年
１２
月
～
２１
年

４
月 20

人
の
新
し
い
仲
間
！

新
入
正
会
員
の
紹
介

中央アートスクール

繊維関連で働いている方、ご連絡下さい。　　　　　　　　　　
https//organdie.net/　　　　　　　　　　　　　　　　

E-mail t-hirose@sunoda.co.jp　携帯　０９０-２１０５-５６７８
応用経済学科　１９７６年 ３ 月卒　相田利雄ゼミ

サンコロナ小田　株式会社
衣料テキスタイル部

部長 廣瀬　龍男

濵 岡　公 治
税理士法人　山重会計事務所

〒２４４-０８１６神奈川県横浜市戸塚区上倉田町１０００番地
TEL０４５-８６４-１６６６

１９７１年３月卒業

山重　美登士総監督

法政大学　水泳部

有限会社　エイチアイジー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〒７３４-００２３　広島市南区東雲本町 １ 丁目 ８ 番 ２ 号　HAMAOKA.BLD ２０１
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代表取締役

濵岡　公治
１９７６年３月卒業

国立市東 １ - １ -２６　Ｋフラットビル １ 階
電話　０４２-５０５-８５０１

合同会社　室　代表社員　室井　文雄
１９７８年卒、北川隆吉ゼミ

居酒屋　むろ

合同会社　室

本社・座間工場　神奈川県座間市相模が丘 ６ -２１-２９
TEL　０４６-２５４-１７１１　　　　　　
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城南樹脂工業　株式会社

澤田　光喜代表取締役

１９83年卒
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中　正 美

髙 橋 　 敏
E—mail：binta0185@gmail.com

１　

役
員

名
誉
会
長　

島
本
美
保
子

　
　
　
　
　
（
社
会
学
部
長
）

常
任
顧
問　

中
山
重
臣

会　

長　

中　

正
美

副�

会
長　

北
條
利
男
、
吉
﨑
秀

夫
、
山
岸
秀
雄
、
星
野
昌
弘
、

吉
川
新
吾
、
中
塚
史
行
、
赤

池
慎
一
、
山
下
勝
也

常�

任
理
事　

小
林
直
毅
、
中
村

一
廣
、
濱
名　

達
、
杉
原
典

男
、
依
田
素
味
、
大
沼
邦
彦
、

郡
司
貴
志
、
山
田
幹
夫

理�　
事　

塩
田
利
明
、
大
畑
き

ぬ
代
、
小
須
田
博
司
、
高
橋

健
悦
、
細
田
泰
博
、
澁
澤
智

宏
、
武
井　

透

監�　
事　

鶴
岡
宏
明
、
木
村　

誠
幹�　
事　

藤
永
正
順
、
山
田
道

生
、
小
澤
雄
司

２　

校
友
会
役
員

理　

事　

中　

正
美

代
表
議
員　

赤
池
慎
一

３　

同
窓
会
協
議
会
役
員

委�　
員　

中　

正
美
、
赤
池
慎

一
、
郡
司
貴
志

４　

各
部
と
担
当

総�
務
部　

内
容
：
総
会
、
事
務

局
会
議
、
役
員
会
、
渉
外
関

係
の
総
括
、
会
員
拡
大
、
事

務
局
管
理

　

代
表
：
赤
池
、
部
員
：
杉
原

広
報
部　

代
表
：
吉
川
。

　

�

内
容
：
会
報
担
当
。
部
員
：

山
田
、
山
下
（
＋
全
役
員
）

　

�

内
容
：
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
担
当

　

�

部
員
：
中
塚
、
郡
司
（
＋
全

役
員
）

事
業
部　

代
表
：
山
岸
。

　

�

内
容
：
社
会
と
人
間
セ
ミ

ナ
ー
担
当
。
部
員
：
依
田

　

�

内
容
：
就
職
活
動
セ
ミ
ナ
ー

担
当
。
部
員
：
赤
池

　

�

内
容
：
卒
業
祝
賀
会
担
当
。

　

�

部
員
：
赤
池

　

�

内
容
：
新
規
事
業
担
当
。
部

員
：
杉
原

（
２０
年
１２
月
～
２１
年
３
月
末
。

敬
称
略
）

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

ご
厚
志
に
心
か
ら
感
謝
致
し
ま

す
。
会
の
貴
重
な
運
営
費
と
し

て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。１０

口　

藤
田　

慎
介

５
口　

山
岸　

秀
雄

　
　
　

澁
澤　

知
宏

２
口　

伊
藤　

雅
史

　
　
　

田
南　

一
郎

　
　
　

会
田　

良

社
会
学
部
同
窓
会
事
務
局
の

事
務
員
が
交
代
し
ま
し
た
。
約

２
年
間
勤
務
の
牧
野
京
子
さ
ん

は
３
月
３１
日
付
で
退
職
。
後
任

は
髙
橋
敏
前
会
長
で
す
。

新
事
務
員
の
髙
橋
さ
ん
は
、

①
人
件
費
削
減
の
試
行
、
②
会

員
名
簿
の
正
確
な
管
理
と
緊
密

な
連
絡
、
③
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

る
事
務
仕
事
の
軽
減
と
迅
速

化
、
④
大
学
教
員
・
事
務
と
の

連
携
協
力
の
推
進
、
等
に
取
り

組
み
ま
す
。

事
務
局
在
室
日
は
当
面
、
月

曜
日
午
後
（
午
後
５
時
ま
で
）

と
金
曜
日
午
前
１０
時
～
午
後
３

時
で
、
留
守
番
電
話
は
常
に
稼

働
さ
せ
ま
す
。

事務局長事務局員

特定非営利活動法人（NPO法人）教育サポートセンターNIRE

〒１４２ ００６４東京都品川区旗の台 ３ １１ ６ 　いこいビル ２ Ｆ
TEL/FAX　03 3784 0450　メール　info@npo nire.org

1995年 3 月卒　土生長穂ゼミ / 法政大学社会学部同窓会 副会長

代表
特別支援教育士（S.E.N.S）

中 塚 史 行

赤 池　慎 一
携帯　090-5585-1049

akaike@mri.biglobe.ne.jp
1986年 3 月卒　田中義久ゼミ

＊自由と進歩、言論・報道の自由は命

１９７５年 ３ 月卒　芝田進午ゼミ

＊団塊世代 OB、それなりに努力中です

山 田 幹 夫

フリーランス・ジャーナリスト
日本ジャーナリスト会議　会員

元　繊研新聞記者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
建築やアパレル・ファッション業界で働きたい方の相談歓迎！

E-mail shingo-y@festa.ocn.ne.jp
１９８７年 ３ 月卒　田中義久ゼミ

職業能力開発短期大学校　東京建築カレッジ

教務主任 吉川　新吾

新型コロナ渦のなかでも、大学生協は、　　　　　　 
学生・教職員に寄り添い事業活動を進めています。

E-mail Moriyasu.Tsutomu@univ.coop
１９８６年 ３ 月卒、相田利雄ゼミ

東京医科歯科大学生活協同組合

専務理事 森安　　力
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第第 44 号号議議案案  22002211 年年度度予予算算((案案))      

 
収収入入のの部部

予算額 備考

819,923

1,050,000 年会費3000円

100,000

300,000 会報58号・59号

0 開催中止

500 三菱東京UFJ、ゆうちょ

10,000

0

1,460,500

2,280,423

予算額 備考

事業費 150,000 卒業祝賀会支援、優秀論文表彰等、総会代替事業

総会費 0 中止

会議費 50,000 役員会・事務局会議等

会報発行費 500,000

300,000 会報印刷（58号・59号）

150,000 会報発送（佐川メール便）

50,000 会報編集交通費、組版代等

渉外費 110,000

100,000 他学部同窓会祝い金等

10,000

事務局経費 1,336,000

600,000 事務局員

80,000 会報発送、事務局会議、その他

40,000

50,000

50,000 乾電池、ｲﾝｸ､ﾗﾍﾞﾙｼｰﾙ、ｺﾋﾟｰ用紙等

70,000 名刺、封筒、葉書等

350,000 更新コスト１２カ月　サーバー借用料、他

36,000 電話代・冷暖房代・水道代含む

60,000 振替料金、振込手数料

小計 2,146,000

予備費 134,423

計 2,280,423

単年度収支

次年度へ繰越金

合　　計 2,280,423

広告料

費　　　　目

前年度から繰越金

会費

寄付金

総会会費

利息

終身会員徴収事務代行手数料

雑収入

消耗品費

印刷費

ＨＰ経費

事務室賃借料

雑費

慶弔費

人件費

交通費

通信費

備品費

計

合　　計

印刷費

発送費

雑費

賛助金他

支支出出のの部部
費　　　　目
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第第３３号号議議案案  22002211 年年度度事事業業活活動動（（案案））  

 
１ 基本方針と主な活動 
 （１）存在意義の明確化と浸透 
    会則第 3 条 
    「本会は同窓生相互の連絡を密にして親睦を深め、社会学部及び法政大学の発展のため

に活動することを目的とする」 
   ○存在意義【三つの柱】 
    ①同窓生相互の親睦 ②大学・在学生の支援 ③同窓会文化の発展 
（２）事業の計画的な推進と広報の強化 

○年度当初に綿密な事業計画を立案 
○会員情報を適宜、会報に掲載して会報の充実を図る 
○HP・メールマガジンを活用し、事業情報の発信力の強化 
〇SNS を利用した「つなげる同窓会」活動 

（３）イベントの定着化→コロナ禍対応：当面中止 
  ○「六大学野球観戦」（神宮球場）年 2 回 

○「箱根駅伝応援」（品川駅前）と「新年会」（品川プリンス）毎年１月 3 日 
  ○「大人のグルメ散歩」（神楽坂探訪をシリーズ化） 
  ○「大人の癒し旅」11 月頃を予定 
（４）会員数の増員と財源確保 
  ○卒業後 5 年経過「同期会会員」への呼びかけを図る。 
  ○60 歳を迎えたと予測される社会学部卒業生に同窓会入会案内を発送。 
  ○ゼミなどへの積極的な呼びかけをもって会員数の増員と財源確保を図る。 

   ○大学教員との積極的な連携を図り、卒業生の同窓会入会を促進する。  
 
２ 計画 
 ※新新型型ココロロナナ感感染染症症のの感感染染状状況況にによよりり開開催催のの可可否否ななどどをを判判断断しし、、適適時時にに開開催催ししてていいききまますす。。  
教授会執行部との懇談会、六大学野球観戦、大人のグルメ散歩、新就活セミナー、大人の癒

し旅、会報 59・60 の編集発送、2022 予選会・箱根駅伝応援、2022 新年会、卒業祝賀会支援、

2022 年 6 月「定期総会」 
 
３ 組織活動 
 （１）外部組織との連携 

○校友会「支部・団体責任者会議」「卒業生の集い」「新年を祝う会」等への参加 
○同窓会協議会の連絡会議への参加 
○他学部同窓会・経営者懇談会の定期総会・講演会・忘年会・新年会・記念式典等への参加 

（２）諸会議 
○事務局会議  多摩にて、役員会前に開催する。必要に応じ随時開催する。 
○役員会    コロナ禍対応：リモート会議（2 か月に 1 回） 
○総会     市ケ谷校舎にて６月の第二土曜日に開催し、必要に応じ臨時に開催する。 

（３）Web を活用しての情報発信 
  ○ホームページは、原則、月１回の更新を促進する。 
  ○ホームページの更新に応じてメールマガジンを発行する。 
  〇SNS を利用して「つなげる同窓会」事業を展開する 
（４）その他 

  ○「2021 年度の基本方針」に則り、随時、事業を展開していく。 

正会員　年会費納入のお願い
社会学部同窓会は正会員の皆様の年会費（3,000円）を主な財源としております。
納入をよろしくお願いいたします。
前納も歓迎します。

２
０
２
０
～

�

２
０
２
１
年
度

役
員
一
覧（
任
期
２
年
）

★
寄
付
者
ご
芳
名

新
事
務
員
は
髙
橋
敏

前
会
長

お
く
や
み

船
山
榮
一
名
誉
教
授

（
元
社
会
学
部
教
授
）

が
昨
年
１０
月
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
船
山
名
誉
教

授
は
１
９
３
０
年
山
形

県
生
ま
れ
。
東
京
大
学

大
学
院
社
会
科
学
研
究

科
修
士
課
程
修
了
後
５８

年
に
社
会
学
部
に
着

任
、「
西
洋
経
済
史
」「
社

会
経
済
史
」
な
ど
を
担

当
さ
れ
ま
し
た
。
８８
年

度
は
学
部
長
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
船
山
先
生

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

社
会
学
部
同
窓
会
報

で
は
、
船
山
先
生
の
思

い
出
な
ど
を
寄
稿
し
て

い
た
だ
け
る
卒
業
生
の

投
稿
を
募
集
し
ま
す
。



(7)　2021 年（令和 3 年）　6 月 1 日  法政大学社会学部同窓会報 第 58 号
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社会学部同窓会活動デザイン 

 
イベントの企画・報告の情報発信等を通じて活動の周知を図り、会員数・参加数の増加を目指しま

す。しかしながら、正会員不足と共に、役員不足が深刻な課題です。心意気を持った会員の志願をお

待ちしております。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社会学部同窓会 

役員会 

事務局 

法政大学 

社会学部教授会 

校友会 

社会学部同窓

会会員 

 
社会学部在学生 
 

 
 
 
 
HP・ブログ・メルマガ

等の更新、発行回数を

増やし不特定多数へ旬

の情報発信 

社会学部同窓会会員 

シングル層 ファミリー層 シニア層 シルバー層 

新卒・20代 30・40 代 50・60 代 リタイア世代 

社会学部卒業生：潜在会員 

社会学部在学生・ゼミ組織・教授会 

参加数の増加 

会員数の増加 

 

行事等、参加会員

の増員と活性化 

 
 
 
 
会報を発送、60 歳会員

勧誘文書・会報を発

送、友人等への情報拡

大 

 

会会報報にによよりり定定期期

的的なな情情報報をを発発信信  

 

即即時時性性・・速速攻攻性性のの

ああるる情情報報をを発発信信  

 

各各種種事事業業  

2021年度　法政大学社会学部同窓会　定期総会　議案書
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【2020 年度事業一覧】 
 

月月日日  事事業業活活動動内内容容  

2020 年 

4 月   

コロナ禍による緊急事態宣言を受け、6 月 13 日（土）開催予定だった「2020 年度

定期総会」の中止を決定、同時に 2020 年中の全てのイベントの中止を決定 

5・6・7 月  
吉川会報編集担当を中心に、メール連絡を取りながら会報第 56 号の発行に向けて

作業を進めた。また、会報第 56 号に掲載する「2020 年度議案書」の作成を進めた 

9 月 28 日 
会報第 56号発送作業 会報に「2020 年度議案書」を掲載 

作業参加者：金子・髙橋・大河内（学生ボランティア） 

10 月 14 日 
ZOOM 役員会 

参加者：中・髙橋・赤池・吉川・星野・杉原・依田・郡司 

10 月 26 日 会報第 57号原稿「コロナ禍、どう過ごしていますか？」執筆のお誘い葉書発送 

10 月末日 
会報第 56号に掲載した「2020 年度議案書」への異議申し立てを締め切った。 

全議案が承認され、中正美新会長はじめ 2020 年度～2021 年度役員が決定 

11 月 11 日 

ZOOM 役員会 

参加者：中・髙橋・赤池・吉川・星野・杉原・依田・郡司 

2021 年 1月の箱根駅伝応援・新年会の中止を決定 

12 月 7 日 新学部長島本美保子教授を新会長中、前会長髙橋が訪問し挨拶 

12 月 9 日 
ZOOM 役員会 

参加者：中・髙橋・赤池・吉川・星野・杉原・依田・郡司 

2021 年 

1 月 13 日 

ZOOM 役員会 

参加者：中・髙橋・赤池・吉川・星野・杉原・依田・郡司 

1 月 18 日 
会報第 57号の発送作業 

作業参加者：吉川、依田、赤池、金子、高橋、中 

2 月 10 日 
ZOOM 役員会 

参加者：中・髙橋・赤池・吉川・星野・杉原・依田・郡司 

3 月 7日 
ZOOM 編集担当者会議 

参加者：赤池・吉川・髙橋 

3 月 15 日 
2021 年度定期総会案内・会報第 58号の原稿執筆案内発送作業 

作業参加者：赤池・金子・中・吉川・髙橋 

3 月 15 日 

卒業祝賀会が中止となったため、多摩キャンパス内にて社会学部優秀卒業論文 6

名を表彰 

出席者：中会長・赤池事務局長・吉川副会長 

3 月 17 日 

ZOOM 役員会 

参加者：中・髙橋・赤池・吉川・星野・杉原・依田・郡司・山下・中塚 

コロナ禍の為、6月 12 日（土）開催予定の「2021 年度定期総会」の中止を決定 

※コロナ禍対応の緊急措置として、ZOOM役員会はリモート通信に参加できる役員で行われました。 

第第１１号号議議案案  22002200 年年度度事事業業報報告告  
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第第２２号号議議案案  22002200 年年度度収収支支・・決決算算及及びび監監査査報報告告  

収入の部
予算額 決算額 差引 備　考

前年度から繰越金 1,530,826 1,530,826

会費 900,000 900,000 0 預り会費　186,000円含む

寄付金 200,000 110,000 90,000 72件

広告料 400,000 90,000 310,000 会報56号、57号(預り広告料含む）

総会会費 250,000 0 250,000 開催せず

利息 500 432 68 三菱東京UFJ

終身会員徴収

事務代行手数料 20,000 6,000 14,000

定期預金振替 0 0 0

計 1,770,500 1,106,432 664,068

合　　計 3,301,326 2,637,258

支出の部
予算額 決算額 差引 備　考

事業費 270,000 34,796 235,204 優秀論文者表彰状、記念品

総会費 300,000 29,090 270,910 総会中止案内葉書及び印刷費

会議費 80,000 298 79,702 発送作業（お茶）

会報発行費 600,000 366,030 233,970

印刷費 400,000 237,957 162,043 会報印刷（56号・57号）

発送費 150,000 126,973 23,027 会報発送（佐川ゆうメール便）

雑費 50,000 1,100 48,900 振込手数料

渉外費 150,000 37,960 112,040

賛助金他 140,000 27,960 112,040
オレンジジャーナル賀詞広告

大学関係部署へのお中元、お歳暮

慶弔費 10,000 10,000 0 弔花（髙橋前会長御母堂）

事務局経費 1,576,000 1,349,161 226,839

人件費 900,000 743,030 156,970 事務局員費

交通費 80,000 63,660 16,340 会報発送手伝い、事務局会議

通信費 50,000 13,896 36,104 日本郵便後納料金

備品費 50,000 30,940 19,060 PCウイルスバスター3年分、電話機（FAX）

消耗品費 50,000 30,822 19,178 ｲﾝｸｶｰﾄﾘｯｼﾞ､ﾗﾍﾞﾙｼｰﾙ、のりなど

印刷費 70,000 46,090 23,910 払込取扱票・通信葉書印刷代

ＨＰ経費 280,000 331,320 △ 51,320 KDDI専用ｻｰﾊﾞｰﾎｽﾃｨﾝｸﾞ料金、ＨＰ管理更新料

事務室賃借料 36,000 36,000 0

雑費 60,000 53,403 6,597

予備費 325,326 0 325,326

計 3,301,326 1,817,335 1,483,991

未払金 0

次年度へ繰越金 819,923 2020年度収入2,637,258－決算1,817,335

合　　計 3,301,326 2,637,258

※この他、社会学部同窓会資産として定期預金5,000,000円を所有しています。

2020年4月1日～2021年3月31日

費　　　　目

費　　　　目
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ス
ト
ラ
ン
な
ど

の
飲
食
店
の
営

業
時
間
を
１０
時

ま
で
に
制
限
。

ス
ペ
イ
ン
の
マ

ド
リ
ー
ド
の
一

部
で
は
、
通
勤

や
通
学
な
ど
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世

界
の
政
治
・
経
済
を
襲
っ
て
い

る
。
日
本
で
も
同
様
で
あ
る
。

経
営
活
動
に
ス
ト
ッ
プ
を
か

け
、
多
く
の
中
小
企
業
の
経
営

を
直
撃
し
て
い
る
。
特
に
コ
ロ

ナ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
、

観
光
業
、
飲
食
業
、
小
売
業
、

宿
泊
業
で
は
、
廃
業
の
が
け
っ

ぷ
ち
に
立
た
さ
れ
て
い
る
企
業

も
多
い
。「
大
廃
業
時
代
」
が

目
前
に
迫
っ
て
い
る
。

１
年
に
５
万
件
以
上
の 

企
業
が
休
廃
業
、
解
散

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
の
ま
と

め
に
よ
る
と
、
２
０
１
９
年
の

休
廃
業
・
解
散
は
４
万
３
３
４

８
件
、
合
計
で
は
５
万
２
０
０

０
件
弱
が
１
年
間
に
そ
の
歴
史

を
閉
じ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、「
コ
ロ
ナ
解
雇
」
と

い
う
労
働
者
に
と
っ
て
厳
し
い

嵐
が
吹
き
荒
れ
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
関
連
で
解
雇
や
雇
い
止
め
さ

れ
た
人
は
５
万
５
０
０
０
人
ほ

ど
で
あ
り
、
毎
月
１
万
人
と
言

わ
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
多

く
は
失
業
給
付
も
支
払
わ
れ
な

い
。
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
が
続

く
中
で
、「
社
長
１
０
０
人
ア

ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、
回
復
ま
で

２
年
以
上
が
過
半
を
占
め
る

（『
日
本
経
済
新
聞
』
２
０
２
０

年
７
月
２１
日
付
）。

新
聞
記
事
の
中
に
お
け
る
、

こ
の
問
題
の
現
状
及
び
そ
れ
に

対
す
る
対
応
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。
商
工
リ
サ
ー
チ
関
西

支
局
（
昨
年
８
月
）
に
よ
れ
ば
、

７
月
時
点
で
８０
・
３
％
の
中
小

企
業
が
「
現
在
も
廃
業
を
検
討

し
て
い
る
」
な
ど
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
再
拡
大
に
関
し
て
、「
政

府
は
そ
の
宣
伝
と
は
裏
腹
に
何

も
し
て
い
な
い
」
と
い
う
声
が

多
い
。

世
界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ 

に
対
し
て
規
制
を
強
化

世
界
に
目
を
転
じ
て
み
よ

う
。『
日
本
経
済
新
聞
』（
２０
年

９
月
２４
日
付
）
に
よ
れ
ば
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て

規
制
強
化
に
動
い
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
英
国
で
は
規
制

開
始
日
９
月
２４
日
に
パ
ブ
や
レ

必
須
理
由
を
除
い
て
、
外
出
制

限
が
再
開
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ

ン
ス
で
は
、
中
部
リ
ヨ
ン
な
ど

で
午
後
０
時
～
午
前
６
時
ま
で

ア
ル
コ
ー
ル
類
の
販
売
の
禁

止
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
集
会
人

数
を
最
大
１
０
０
人
か
ら
５０
人

に
、
飲
食
店
営
業
は
午
後
１０
時

ま
で
に
制
限
。
イ
ス
ラ
エ
ル
で

は
全
土
で
都
市
封
鎖
。
少
な
く

と
も
、
３
週
間
は
継
続
。
ポ
ル

ト
ガ
ル
で
は
、
商
業
施
設
は
午

後
８
時
か
ら
午
後
１１
時
ま
で
に

閉
店
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ

カ
ル
タ
で
は
、
飲
食
店
の
店
内

飲
食
を
禁
止
。

さ
ら
に
、
欧
州
を
含
む
世
界

で
は
、
外
出
禁
止
や
マ
ス
ク
着

用
、
自
宅
待
機
を
し
な
い
人
に

は
罰
金
を
科
す
。
こ
う
し
た
強

硬
な
措
置
を
取
れ
る
の
は
、
戦

争
や
ペ
ス
ト
な
ど
の
感
染
症
の

発
生
を
想
定
し
た
法
律
の
後
ろ

盾
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。ま

た
、
在
日
米
軍
基
地
が
公

表
し
た
８
月
２８
日
時
点
の
基
地

内
感
染
者
数
は
全
国
で
１
０
８

人
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て 

抜
本
的
な
支
援
策
が
必
要

多
く
の
国
で
は
外
出
や
営
業

制
限
な
ど
に
違
反
し
た
場
合
に

は
罰
金
を
科
す
制
度
が
あ
る
。

一
方
、
日
本
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
措
置
は
、
原
則
と

し
て
強
制
力
が
な
い
。
こ
の
ウ

イ
ル
ス
へ
の
対
策
は
、
単
純
な

支
援
策
か
ら
始
ま
り
、
つ
い
で

企
業
の
業
種
転
換
や
雇
用
者
転

職
を
支
援
す
る
よ
う
な
抜
本
的

支
援
策
を
推
進
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
典
型
例
は
以
下

の
よ
う
で
あ
る
。

１
、
受
け
入
れ
体
制
の
確
立
：

患
者
を
受
け
入
れ
る
ベ
ッ
ド

数
の
確
保
、
マ
ス
ク
、
ゴ
ー

グ
ル
、
防
護
服
の
提
供

２
、
検
査
体
制
の
確
立
：
リ
ア

ル
タ
イ
ム
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機

器
、
検
査
試
薬
の
充
実
、
保

険
適
用
と
そ
の
た
め
の
体
制

の
拡
充

３
、
自
宅
待
機
と
相
談
体
制
の

拡
充

４
、
地
域
経
済
へ
の
支
援

５
、
資
金
繰
り
が
苦
し
い
中
小

企
業
に
対
す
る
緊
急
融
資

受
診
控
え
が
治
療
遅
れ
に 

な
り
、
重
症
化
の
恐
れ
が

日
本
で
は
コ
ロ
ナ
で
医
療
費

が
１
兆
円
減
少
し
て
い
る
。
２０

年
４
月
～
７
月
で
７
％
減
、
受

診
控
え
が
続
き
治
療
遅
れ
で
重

症
化
の
恐
れ
が

あ
る
。
小
児
科

の
外
来
は
３
割

減
と
大
き
な
落

ち
込
み
が
続
い

て
い
る
。

海
外
も
同
じ

企
業
に
対
す
る
政
策
は
多
く
は

な
い
。
全
国
商
工
会
連
合
会
、

中
小
企
業
家
同
友
会
全
国
協
議

会
と
い
っ
た
自
主
的
団
体
が
中

小
企
業
の
実
情
を
踏
ま
え
た
政

策
を
提
言
し
て
い
る
。
そ
う
し

た
政
府
や
企
業
の
自
主
的
経
営

努
力
を
通
じ
て
、
国
民
生
活
の

質
の
改
善
や
将
来
展
望
に
つ
な

が
る
こ
と
に
な
る
。

法
政
大
学
社
会
学
部
入
学

を
き
っ
か
け
に
多
く
の
社
会

科
学
書
に
出
会
い
、
世
界
観

に
影
響
を
受
け
た
卒
業
生
は

少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。『
資

本
論
』
は
代
表
的
な
著
作
で

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
自

然
の
循
環
に
合
わ
せ
た
生
産

の
在
り
方
を
探
求
し
た
晩
期

マ
ル
ク
ス
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
昨
年
９
月
発
売
の
斎

藤
幸
平
「
人
新
世
の
『
資
本

論
』」（
集
英
社
新
書
）
の
人

気
は
そ
の
証
左
。「
豊
か
な

脱
成
長
経
済
」
の
主
張
は
魅

力
的
で
す
。�

（
吉
川
新
吾
）

傾
向
で
あ
る
。
院
内
感
染
を
恐

れ
る
患
者
が
通
院
を
控
え
た
。

コ
ロ
ナ
患
者
を
通
院
治
療
す
る

病
院
で
は
、
他
の
患
者
の
手
術

を
延
期
す
る
と
い
う
対
応
を

と
っ
て
い
た
。

外
来
は
診
察
科
に
よ
っ
て
差

が
出
て
い
る
。
現
役
世
代
を
主

に
対
象
と
し
た
７
月
の
デ
ー
タ

を
見
る
と
、
診
療
所
の
小
児
科

は
患
者
数
、
医
療
費
の
い
ず
れ

も
３０
％
近
い
減
少
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
欧
米
で
も
同
じ
よ

う
な
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
で
打
撃
を
受

け
た
企
業
や
雇
用
者
を
国
が
支

援
し
続
け
る
だ
け
で
は
良
く
な

い
。
こ
う
し
た
政
策
は
、
企
業

や
雇
用
を
一
時
的
に
生
き
残
ら

せ
る
こ
と
を
助
け
る
が
、
継
続

的
に
事
業
を
続
け
る
こ
と
に
は

な
ら
な
い
。

コ
ロ
ナ
問
題
で
消
費
行
動
が

変
容
す
る
中
で
、
売
り
上
げ
が

簡
単
に
は
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
以

前
に
は
戻
ら
な
い
企
業
が
多

い
。
競
争
力
を
失
っ
た
企
業
と

そ
の
従
業
員
を
、
国
の
資
金
で

支
え
続
け
れ
ば
、
そ
の
結
果
は

「
ゾ
ン
ビ
」
企
業
を
大
量
に
生

み
出
し
、
税
金
で
非
効
率
を
支

え
る
こ
と
に
な
る
、
と
言
わ
れ

て
い
る
。

自
主
的
団
体
の
政
策
や
経

営
努
力
を
通
じ
て
将
来
展

望
へ

菅
政
権
の
政
策
の
中
で
中
小

　
　
　

◎　
　
　
　

◎

　
（
こ
の
一
文
は
、
公
益
財
団

法
人
政
治
経
済
研
究
所
『
政
經

研
究
』
Ｎｏ
１
１
５
、
２
０
２
０

年
１２
月
号
）
所
収
の
「
巻
頭
言
」

を
相
田
先
生
の
了
解
を
得
て
掲

載
し
た
も
の
で
す
。
小
見
出
し

は
会
報
編
集
部
）

新
型
コ
ロ
ナ
と
中
小
企
業
の
将
来

〈
社
会
学
部
同
窓
会
報
に
寄
せ
て
〉

相
田
　
利
雄

法
政
大
学
名
誉
教
授

公
益
財
団
法
人
政
治
経
済
研
究
所
　

代
表
理
事

一般社団法人法政大学校友会

会 長 佐々木郁夫 監事
副会長 小林清宣 石塚　護 田﨑　稔 坂戸俊夫 大森廣行

竹中宣雄 三井和夫 中村寿美子 石渡洋行

山㟢正俊
発地敏彦

松井哲也
関口広之進

飯塚　昇

法政大学校友会 検索r

「特別演習」の学生たちと海外視察

斎
藤
幸
平「
人
新
世
の『
資
本
論
』」

お
薦
め
本
！
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